
桧木内中学校の全校生徒が防災学習に取り組みました

【日 時】 令和元年５月２９日（水）１３時００分～１６時００分
【場 所】 秋田県仙北市供養佛地区他
【対象者】 仙北市立桧木内中学校 全校生徒３０名、教職員（校長、教頭、教職員）
【目 的】 地域特有の被害が想定される土砂災害・水害への防災意識を高め適切な避難行動を身につけること
【講 師】 仙北市 危機管理監、湯沢河川国道事務所 調査第一課長他
【内 容】 ①平成２５年発生の供養佛地区における土砂災害に関する学習と現地指導

②大規模洪水氾濫などの水害から身を守るための備えや避難判断等に関する学習
【生徒からの感想等】

• 過去の水害や土砂災害は怖いと感じた。自分のことと受け止めて大雨などの際は避難するように行動したい
と思った

• ハザードマップの重要性を理解することが出来たので、家に帰ってから家族とハザードマップを見て避難場所
などを確認したいと思う

• 自分たちが住んでいる場所の近くで、こんなに大規模な土砂災害が発生していたことを初めて知って驚いた


